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2022 年 12 月 20 日 

 

学校法人聖ヶ丘学園 

聖ヶ丘教育福祉専門学校 

２０２２年度教育課程編成委員会報告書 

 

学校法人聖ヶ丘学園 

聖ヶ丘教育福祉専門学校 

教育課程編成委員会委員長 

今村雅彦 

 

2022 年度、教育課程編成委員会を実施しましたので、下記の通り報告します。 

 

１ 委 員 総 数 〈１２名〉 

   横浜国立大学教育学部教授    園田 菜摘 

   横浜国立大学教育学部教授    藤井 佳世 

   学校法人新栄学園認定こども園金沢白百合幼稚園園長 鈴木 敦 

        学校法人清正学園まきが原幼稚園園長        清水 満正 

聖ヶ丘教育福祉専門学校附属育和幼稚園園長  森谷 恭子 

八幡橋幼稚園園長              秋山 菜穂美 

聖ヶ丘教育福祉専門学校           校長 今村 雅彦 

〃      副校長 渡辺 潤一 

 〃      事務長 渡邊 慶信 

 〃     教務部長 黒石 憲洋 

 〃      実習指導部長 蠣﨑 尚美 

 〃      就職指導部長 亀田 良克 

 

 陪 席 者 〈2 名〉 

聖ヶ丘教育福祉専門学校 古谷 淳 就職指導部員 

〃        竹前聡子 教務部主任 

 

２ 教育課程編成委員会開催日時 

第１回 2022 年９月 7 日（水）16 時〜17 時 30 分 

第２回 2022 年 9 月 28 日（水）16 時〜17 時 30 分 

〈開催場所〉 Zoom によるオンライン会議 
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３ 委員会次第 

第１回委員会次第 

（１）学校長挨拶 

（２）委員紹介 

（３）２０２１年度教育課程編成委員会報告書の対応状況 

（４）質疑応答 

（５）次回議事内容及び日程等 

（６）その他 

第２回委員会次第 

（１）２０２２年度教育課程改善報告に係る２０２３年度教育課程編成についての提言 

（２）質疑応答 

（３）その他 

（４）学校長挨拶 

 

４ 議事報告 

2022 年度教育課程編成委員回改善報告 

（別添資料参照） 
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（別添資料） 

2022 年 12 月 20 日 

 

2022 年度教育課程編成委員会改善報告 

学校法人聖ヶ丘学園 

聖ヶ丘教育福祉専門学校 

教育課程編成委員会委員長 

今村雅彦 

 

項目 現在の状況報告 委員からの提言 今後の対応措置 

① ICT 機器の

活用 

⚫ 求人情報をデータ化

することで、学生が任

意の時間で求人情報

にアクセスできるよ

うになった。 

⚫ 養成校と現場との連

携を強化していくた

めのツールとして

ICT をより活用する

べきではないか。 

⚫ オンラインとオフラ

インの使い分けにつ

いて検討してはどう

か。 

⚫ 情報交換にあたり、

システムの構築を進

めていく予定。 

⚫ オンラインによる匿

名性により授業が活

発になっている側面

もある。今後も積極

的に取り入れたい。 

② 学生のコミ

ュニケーシ

ョン能力に

ついて 

⚫ 今年度は、コロナ禍以

前と変わらない全面

対面の環境設定にて

授業を行っている。 

⚫  ⚫ 学生への指導に於い

て報告・連絡・相談を

することの大切さを

伝えていく。 

③ 学校施設の

活用に関し

て 

⚫ 昨年度は 10 回、今年

度は 13回カウンセリ

ングを開設している。 

⚫ 図書室開放の充実に

取り組んでいる。 

⚫ 学業や就職への不安

といった学校側で不

安を解消するための

仕組みはあるか。 

⚫ 実習等で生じる相談

は別途行っているの

か。 

⚫ 学生にとって一人で

静かに学習できる安

心感が学習へ向かう

意欲に繋がるのでは

ないか。 

⚫ 細かい相談内容はプ

ライバシー保護の観

点から教職員には伝

えないが、管理職は把

握しており、必要に応

じて担任に情報を伝

えていく。 

⚫ カウンセリングの約

9 割以上が学生の家

庭に関する相談であ

る。学校として状況を

把握できるようにし

ていく。 

⚫ 助手勤務は、就職指導
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部が、実習は実習指導

部が学生個々の状況

に合わせ対応・指導を

していく。 

④ 文章力の低

い学生への

対応 

⚫ 実習にあたり、日誌が

書けない学生が増え

てきている。 

⚫ 高校までとは異なる

高等教育についての

意識付けを行ってい

く必要があるのでは

ないか。 

⚫ 日誌は状況の記録だ

けではなく、次につな

げていくための記述

であることを意識さ

せる必要があるので

はないか。 

⚫ 保育現場でも文章力

の低下は感じており、

自園では、5W1H に

絞り報告書の作成を

行っている。 

⚫ 学生自身が子どもた

ちと関わってどのよ

うに感じたかを振り

返る視点を理解して

もらう必要があるの

ではないか。 

⚫ 実習中に写真を撮影

し、撮影した場面をも

とに記録を書いてい

くのはどうか。 

⚫ 実習について文章力

の低い学生への対応

について順次、実践を

検討していく。 

⑤ 修学意欲の

低い学生へ

の対応につ

いて 

⚫ 保証人の意向により

入学を決めた学生や、

実習を経て学校生活

の継続を諦めてしま

う学生がいる。 

⚫ 入学前の段階（入試

等）で、生徒のモチベ

ーションを確認する

必要がある。 

⚫ 高校生の段階から、保

育現場の職員から話

を聞く機会を設ける

⚫ 修学意欲の低い学生

への対応について順

次、実践を検討してい

く。 
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のはどうか。 

⚫ 自分の意志で入学し

ていない学生につい

ては、その学生自身が

自己分析をし、教職員

がそれを支えていく

のが良いのではない

か。 

⑥ リカレント

教育につい

て 

⚫ 学びは卒業した後も

続いていく。どのよう

なリカレント教育が

必要と考えるか。 

⚫ どのような資質を備

えて卒業してもらい

たいか。 

⚫ 卒業後、4〜5 年経っ

た卒業生を呼び、イン

タビュー調査を行う

のはどうか。就職先の

管理職に卒業生の様

子をヒアリングする

のはどうか。 

⚫ 卒業後の学生の追跡

調査を行っていく必

要があるように感じ

る。 

⚫ 横浜市の教員のキャ

リアステージにおけ

る人材育成指標を参

照し、学校としての指

標を作成しても良い

のではないか。 

⚫ 基本的な挨拶を身に

つけて卒業してほし

い。 

⚫ 子どもの気持ちを感

じる気持ちを大切に

してもらいたい。 

⚫ 学生自ら必要なこと

を考えて行動できる

能動的な力を身に付

けてほしい。 

⚫ リカレント教育等へ

の対応について順次、

実践を検討していく。 

⑦ その他 ⚫  ⚫  ⚫  

以上 


